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研究成果の概要（和文）：平和学習に含まれる複数の平和の概念の存在を認め、それらの分断・対立関係を明確にした
うえで、調和を図っていくための検証をおこなうことが本研究の課題であった。平和教育という言葉の道徳的正当性ゆ
えに、独善主義に陥りやすいという点をふまえ、平和の概念を対立から調和へ導くために、多様性を認めながらも折衝
することに道徳的価値を置くAffiliational Liberalsの論理的枠組みを用いて、相違点を認めながらも共生しようとす
る姿勢が、わが国の平和教育において有効であると論証しうる事例としてオキナワ平和学習について検討した。成果は
国際学会において発表され、また編著の一章として出版された。

研究成果の概要（英文）：The final paper of the research project is going to be published from Routledge as
 a book chapter of "Citizenship Education around the World: Local Contexts and Global Possibilities," edit
ed by Aaron M. Kuntz & John E. Petrovic in early April 2014. The post research project is going to be pres
ented at International Network of Philosophers of Education 14th Biennial Conference (INPE 2014), at the U
niversity of Calabria, Cosenza, Italy in August, 2014. The final presentation of this research project was
 presented at American Educational Research Association in San Francisco, CA on April 27, 2013. The interm
ediate The early research of the project was presented at American Educational Studies Association in Seat
tle, WA on October 31, 2012.
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１． 研究開始当初の背景 
 
これまでの平和教育は、平和の概念は明白
で本質的な一つの概念であるとの前提から
展開されてきた。しかし、平和の概念は実際
多様であり、その多様性がむしろ対立や紛争
を招く一因であるとの指摘がある。 
本研究の主眼は、「平和の概念は多様であ
る」との前提に立ち、多様な平和の概念を対
立関係から調和関係へと導くためには、どの
ような教育的アプローチが必要とされてい
るのか、という点にある。わが国のみならず
多様性を認めてゆくことは市民社会の原則
であるが、多様性の間を取り持つ教育的アプ
ローチは何か――オキナワ平和学習を手が
かりにして見つけだすこと――これが本研
究の基本的関心である。 
 
 
２． 研究の目的 
 
多文化共生社会において、多様性と市民性
のバランスが整った平和教育とはいかなる
ものか、その方途を明らかにすることが本研
究の目的である。  
具体的な課題は、沖縄戦と沖縄基地問題に
関する学習(以下オキナワ平和学習)の事例
を通して、同じ事例に対する平和学習として
の教育的アプローチの多様性を認めながら、
それぞれの平和教育学習のアプローチの土
台となっている平和の概念の対立の構図を
明らかにすることで、平和学習が分断されて
いる原因を究明する。 
そして、それぞれの平和学習アプローチを
支えている平和の概念についてもそれぞれ
検討することで、市民社会における統一性も
同時に達成できるような平和教育のありか
たと平和の概念について哲学的に考察する
ことである。 
それは、平和教育においても多様性を尊重
することを意味しながらも、同時に市民性を
見出すことの重要性を指摘するものである
ため、政治哲学でオーソドックスな論理上の
対立構図をしめすとされている、コミュニタ
リアニズムにもリベラリズムにも一定の同
情を示しような理論でありならが、第三の道
としての中道を模索する理論で、さらに、世
界市民を模索するようなコスモポリタニズ
ムとは、また異なる立場を主張する理論であ
る、アフィリエーション・リベラリズムと呼
ばれる論理的枠組みを用いることを試みた。 
アフィリエーション・リベラリズムの理論
的な前提は、そのように表面上は映らないに
もかかわらず、概念上は深い分離と対立の中
に落ち込んでしまっている現在の平和学習
や平和の概念を、違いを明らかにしたうえで
折衝させていくための市民性の概念の在り

方に対して新しい視点を提供するだけでな
く、今後、平和教育と称される教育的アプロ
ーチが、市民性を育んでいくための教育的ア
プローチに対してどのような役割を担って
いけるのか、いくべきであるのか最終的に検
討し結論づけるものである。 
 
 
３． 研究の方法 
 
北米で発達してきた理論を文化的背景の
異なったわが国の事例に活用することで、わ
が国の事例に対する新しい概念上の考察を
試みる手法であるのと同時に、これまで北米
で発達してきた哲学的な理論が見落として
きたプラグマティックな問題が何であった
かという理論に対する批判考察も成立する
手法である。よってわが国が直面している、
実際的な問題への解決法を新たな視点から
模索するのと同時に、北米の理論の見落とし
ているかもしれない点を我が国の事例から
示すことによりその発展へも寄与しようと
する哲学的な概念考察の手法を用いたもの
である。 
それによって今後ますます多様化がすす
むと予想されるわが国の社会情勢において、
異質だと認識されたものを同化したり、分
離・独立させたりすることを解決策とするの
ではなく、調和する道を模索することによっ
て対立を緩和していこうとする、日本の教育
界の議論の俎上にはあがっていない
Affiliational Liberalsの主張から考察した。 
 
４． 研究成果 
 
本研究の着想は、そもそも研究代表者のこ
れまでの平和教育に関する研究成果から得
られたものであった。 
一つに、研究代表者はこれまでにヒロシマ
平和学習の事例を通し平和の概念が国家の
立場によって分断されていることを指摘し、
しかもそれらの概念が対立関係にあること
を視覚資料の解析の手法を用いて究明して
いた。 
しかし、対立関係から協力関係へ導くこと
こそが、むしろ研究代表者の究明したかった
平和教育であったことから、対立を招く要因
を検証する必要に迫られ、それに答えたのが
二つ目の研究であった。 
二つ目の研究で明確になったこととは、平
和教育という言葉自体がその道徳的正当性
ゆえに、かえって独善主義に陥りやすい危険
性を多分に持っている、ということであった。
さらに、その危険性を省みないまま、平和教
育は発展してきてしまった――糸の切れた
凧のような状態――という点であった。 



ここまでの研究によって、様々な平和の概
念を対立から調和へ導くためには、多様性を
認めながらも折衝することに道徳的価値を
置くことで統一性を見出そうとするよう、平
和学習やそれに関連する教育的アプローチ
に含まれる、複数の平和の概念の存在を認め
たうえで、それらの分断・対立関係を明確に
し、さらに調和を図っていくための検証をお
こなうことが必要であるとの結論に至り、本
研究に着手することになったのであった。 
平和教育という言葉の道徳的正当性が平
和教育を独善主義へと誤って導いてしまう
危険性があるということをふまえ、平和の概
念を対立から調和へ導くために、多様性を認
めながらも折衝することに道徳的価値を置
くアフィリエーション：リベラリズムという
北米で発達した論理的枠組みを用いて、相違
点を認めながらも共生しようとする姿勢が、
わが国の平和教育において有効であると論
証しうる事例としてオキナワ平和学習につ
いて検討しようと考えた。 
成果は、国際学会において二度にわたって
発表された。その成果発表によって最終報告
書の出版先が決定した。市民教育について論
じるため、各国の教育哲学者が執筆・貢献し、
編著としてまとめられた著作の一章を依頼
されたため、そちらに貢献する論文を本研究
の最終報告書としてまとめた。著書は来年度
の 4 月以降にイギリスの出版社である
Routledge 社より出版される予定になってい
る。すでにアマゾン等で予約が可能な状態で
ある。 
また、来年度の 10 月末にカナダ、トロン
トで開催される国際学会において、上記の著
書に貢献した各国の教育哲学者達が集合し、
シンポジウムを開催しようと提案され、そち
らでも口頭での最終報告をおこなう予定に
なっている。 
さらに、研究代表者は本研究をさらに発展
させるために、二つの論文をすでに執筆した。 
ひとつは、来年度の 8月にイタリア、コセ
ンザにあるカラブリア大学で開催される
International Network of Philosophers of 
Education 14th Biennial Conference に投稿
したところ、招聘状がすでに届いている。こ
ちらではさらに発展させた内容で研究発表
を行うことを予定している。 
ふたつは、来年度の 10 月末にカナダ、ト
ロントで開催される国際学会で発表するた
め、論文を投稿した状態である。 
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